
 

 

 
標津の未来を考えよう  

～標津のPR表示をプログラミングし、多くの人に分かりやすく伝えよう～ 

◆ どのようなＰＲ表示を作るのか見通しをもつ 
・自分たちが住む標津町の魅力を多くの人に知ってもらう

ために、タッチパネル式のＰＲ表示を作成することを確

認する。 

・プログラミング言語「Scratch」の使い方を確認する。 

総合的な学習の時間 第５学年 標津町立川北小学校 

授業の様子・留意点 

◆ 標津町の魅力を調べ、まとめる 

・グループに分かれ、インターネットで調べたり、地域の

人に取材したりして、標津町の魅力の理解を深める。 

・グループに分かれ、樹形図を使って調査したことを分類

し、伝えるべき中心となる魅力について考え、パワーポ

イントにまとめ、発表・交流する。 

◆ ＰＲ表示を作成し、地域の人から感想をいただく 

・構想図をもとに、グループで話し合う活動を通してまと

めた画像を Scratchでプログラミングする。 

・地域の商店や役場にタブレットを設置し、ＰＲ表示を使

用した人から感想をいただく。 

 

◆ 自分たちが作成したＰＲ表示を振り返る 

・ＰＲ表示を使用した人の感想をもとに、自分たちのＰＲ

表示が、標津町の魅力を伝えられていたかを振り返る。 

この授業では、標津町の魅力を伝えるタッチパネル式のＰＲ表示を作成することを通して、調

査して得た情報を基に考え、表現する力を育みます。その手段として Scratchを使用し、多くの

人に伝えるために、表示方法、表示の順番、アイコンの大きさなどを工夫しながらプログラムを

改善・修正していくことで、プログラミング的思考を育めるよう授業を構成しています。 

導 入 
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・標津の魅力についてマイン
ドマップで意見を出し合っ
て、イメージを広げる。 

・調べたことをもとに、タッチ

パネルの構想図を作成する。 

・構想図をもとに、標津町の魅
力を伝えるという目的に立ち
返りながら、相手に伝わりや
すいようにＰＲ表示のプログ
ラミングを考える。 

 


